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 要旨 

 

飲酒は複数の疾患と関連しており、SARS-CoV-2感染に対する脆弱性に寄与している可能性が

あります。また、精神疾患や器質的疾患の悪化を促し、感染リスクや疾患の重症度を高める

だけでなく、反社会的な行動や暴力にもつながる行動を起こしやすくなると考えられます。

世界的に見ても、毎年、数百万人がアルコールの過剰摂取により早世しています。この論文

では、現在の COVID-19 のパンデミック時の社会的隔離とロックダウンの際に、アルコール

消費量の増加が人々の健康に及ぼす影響と、その結果について論じています。 

 


